
次期市川市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）における重点施策・指標（案）
※　⾚字は前回（令和元年度第2回環境審議会）から修正した部分です
※　重点施策︓テーマ①『消費者』から『⽣産者』へ、　テーマ②低炭素なまちづくり、　テーマ③クールチョイスいちかわの実践

Ⅰ-① 公共施設のエネルギー対策の推進 ■公共施設のエネルギー消費原単位 GJ/㎡
0.66

(平成30年度)
0.61

Ⅰ-② 事業者等のエネルギー対策の推進 ■商店街灯及び防犯灯におけるLED型照明の数（累計） 基 14,958 27,800

□省エネルギー設備設置助成件数（累計） 件 1,041 1,650

□低炭素建築物認定件数（累計） 件 133 155

■住宅用太陽光発電システム(10kW未満)の
■設置設備容量（累計）

kW
16,336

(平成30年度)
23,000

Ⅱ-① 廃棄物の発生抑制・排出抑制の促進 ■1人1日当たりのごみ・資源物の排出量 g 771
760

(令和6年度)

Ⅱ-② 資源の循環的利用と熱回収等の推進 ■資源化率（ごみの総排出量に対する資源化量の割合） ％ 17.1
27.0

(令和6年度)

Ⅲ-① 自動車使用における環境配慮の推進
■市域における電気自動車及び
　ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車の普及台数（推計値）　注2

台
285

(平成30年度)
↗

km 48.1 72.9

路線 18 27

Ⅳ-① 緑地の保全の推進
■緑のボランティア団体による緑地保全活動延べ面積

ha 310 ↗

Ⅳ-② 都市緑化の推進 □生垣設置助成件数（累計） 件 410 ↗

・住宅の省エネ化・省エネ設備等の導入推進　②
・緑のカーテンの普及
・生垣助成事業
・屋上等緑化・駐車場緑化助成
・雨水・遊水対策補助制度

・低炭素建築物認定制度　②

・住宅における創エネ設備等の導入推進　①

・生ごみの減量　②
・プラスチックごみの削減　②
・リユースの促進　②
・事業系ごみの減量　②

・分別の徹底に向けた広報・啓発の強化
・事業系ごみの再資源化
・熱回収と余熱利用の推進

・公用車の次世代自動車への転換　②
・次世代自動車の普及促進　②
・カーシェアリングの普及啓発
・エコドライブの啓発

・公共交通機関の利用促進
・ｻｲｸﾙ＆ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞの検討
・自転車の利用促進

令和７年度
(⽬標年度)

・省エネ診断等を用いた効果的な省エネ対策の推進　②
・公共施設の省エネ化・省エネ設備等の導入推進　①
・公共施設における創エネ設備等の導入推進　①
・自立分散型エネルギーの導入推進　①
・エネルギーの地産地消の検討　①
・地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の推進

取り組み施策
【太字は重点施策、番号は重点施策テーマ】

・事業活動における環境配慮の促進　②
・事業者における創エネ設備等の導入推進　①
・商店街灯のLED化の推進
・自治（町）会防犯灯のLED化の推進

基本理念１

資源・エネルギーを
賢く使うとともに、

エネルギーを創り出す

単位取組項⽬の指標　注1取組項⽬（13項⽬）

基本理念２

エネルギー消費が
少ない低炭素な
まちづくりを進める

Ⅰ-③ 住宅へのエネルギー対策の推進

基本理念 令和元年度
(直近年度)

□自転車走行空間の整備延長・路線数Ⅲ-② 公共交通機関・自転車の利用促進

・民有緑地の保全
・都市緑地の公有地化
・特別緑地保全地区の指定
・緑地の保全活動の支援

・公共空間の緑化
・緑のｶｰﾃﾝの普及
・生垣設置・屋上等緑化・駐車場緑化助成事業
・工場緑化制度
・宅地開発に伴う事前緑化協議
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令和７年度
(⽬標年度)

取り組み施策
【太字は重点施策、番号は重点施策テーマ】 単位取組項⽬の指標　注1取組項⽬（13項⽬）基本理念 令和元年度

(直近年度)

■環境関連イベント（いちかわ環境フェア等）の動員数 人 15,000 →

□包括協定に基づく環境分野の事業数 事業 6 ↗

Ⅴ-② 市民との協働の推進 □環境活動推進員（エコライフ推進員）の延べ人数 人 254 345

□学校における環境学習の開催数 回 75 ↗

□市民向け環境講座の開催数 回 3 ↗

■地産地消を心掛ける市民の割合 ％ 26 40

■エコライフの実践率（「いつも取り組む」市民の割合） ％ 62 70

Ⅵ-① 環境学習の推進・市民向け
        環境講座の実施

Ⅵ-② エコライフの普及と促進

注1）■は効果指標（対策や施策の結果、得られる効果）、□は事業量指標（施策や対策の実施量）　　　　注2）「クリーンエネルギー⾃動⾞導⼊事業費補助⾦」の交付実績を基に算出した推計値（⼀般社団法⼈次世代⾃動⾞振興センターより提供）※令和元年度の申請実績は今年度末に

基本理念３

みんなが
地球温暖化問題を
意識し、⾏動する

Ⅴ-① 市民・事業者・大学との協働の推進

・農産物等普及協議会
・魚食文化フォーラム実行委員会、
・学校給食への地場産物利用
・体験農園・市民農園等の実施
・クールチョイスの推進　③

・地球温暖化対策の推進
・地球温暖化対策への提言・評価
・地球温暖化対策を推進する団体との連携　③

・市川市環境活動推進員制度（エコライフ推進員制度）　③
・市川市廃棄物減量等推進員制度（じゅんかんパートナー制度）
・ガーデニングボランティア制度

・SDGsを意識した環境学習の実施　③
・市民向け環境講座の実施　③
・環境イベント（環境フェア・クールアースいちかわ）の実施　③
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